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まえがき

この規格は，工業標準化法に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日

本工業規格である。

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO/IEC 9126-1:2001，Software

engineering―Product quality―Part 1 : Quality model を基礎として用いた。

JIS X 0129-1 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（規定）測定法

附属書 B（参考）他規格での定義

附属書 C（参考）規格制定の経緯

附属書 D（参考）関連規格及び標準情報

JIS X 0129 の規格群には，次に示す部編成がある。
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日本工業規格　　　 JIS
X 0129-1：2003

(ISO/IEC 9126-1：2001)

ソフトウェア製品の品質―

第 1 部：品質モデル

Software engineering―Product quality―
Part 1 : Quality model

序文　この規格は，2001 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 9126-1 : 2001，Software engineering―Product

quality―Part 1 : Quality model を翻訳し，技術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日本工

業規格である。

なお，この規格で点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。

コンピュータの利用が広範な領域に広がりつつあり，その正しい運用は，しばしば事業の成功及び／又

は人の安全性に関して重大な意味をもっている。したがって，高品質ソフトウェア製品を開発する又は選

択することは，大変重要である。ソフトウェア製品品質の包括的な仕様化及び評価が，適切な品質を確保

するための主要な要因である。これは，ソフトウェア製品の使用目的を考慮して，適切な品質特性を定義

することによって達成できる。可能な限り妥当性が確認され又は広く受け入れられている測定法を用いて，

すべての関連するソフトウェア製品品質特性を仕様化し，評価することは重要である。

これらの必要性を支援するために作成された JIS X 0129:1994 ソフトウェア製品の評価－品質特性及び

その利用要領は，六つの品質特性を定義し，ソフトウェア製品評価プロセスのモデルを記述していた。

品質特性及び関連する測定法は，ソフトウェア製品の評価だけではなく，品質要求の定義及び他の用途

に対して利用可能であることから，旧 JIS X 0129:1994 は，JIS X 0129 群(ソフトウェア製品の品質)及び JIS

X 0133 群(ソフトウェア製品の評価)という，二つの関連する規格群に置き換えられた。JIS X 0129 群のこ

の部で定義されているソフトウェア製品の品質特性は，顧客及び利用者の機能的要求及び非機能的要求を

共に仕様化するのに用いることができる。

JIS X 0129 のこの部は，旧 JIS X 0129:1994 の改正版であり，同じソフトウェア品質特性を含む。主要な

変更点は次のとおりである。

－ 副特性を規定内容として導入，この副特性の大部分は旧 JIS X 0129:1994 の附属書 A(参考)に掲載され

ていたものである。

－ 品質モデルの仕様化

－ 利用時の品質の導入

－ 評価プロセスの削除(評価プロセスは現在 JIS X 0133 群で仕様化されている。)

－ JIS X 0133-1 との内容の整合

JIS X 0129 群と JIS X 0133 群(附属書 D 参照)との規格間の関係を図 1 に示す。


